
令和６年度 シラバス      愛媛県立新居浜南高等学校 

商業 

教 科 科 目 単位数 履修年次・選択群 履修区分 

商 業 ソフトウェア活用 ２ ３年次・Ｈ１群 選 択 

使用教科書（出版社） 副教材（準備するもの） 履修の条件・連絡 

ソフトウェア活用（実教出版） 
全商情報処理検定模擬試験問題集 

 １級ビジネス情報 

・情報処理に興味関心のある者。 

・販売職、事務職を希望する者。 

・商業の推薦を利用して大学の経済学

部・経営学部・商学部等への進学を希

望、コンピュータ関係の専門学校への

進学を希望する者。 

・資格取得を目指す者 

１ 科目の目標と評価の観点 

目   標 

 商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，企業活動におけるソフトウ

ェアの活用に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

評価の観点及びその主旨 

１．知識・技能 ２．思考・判断・表現 ３．主体的に学習に取り組む態度 

企業活動におけるソフトウェアの活

用について実務に即して体系的・系統的

に理解するとともに，関連する技術を身

に付けるようにする。 

 企業活動におけるソフトウェアの

活用に関する課題を発見し，ビジネス

に携わる者として科学的な根拠に基

づいて創造的に解決する力を養う。 

企業活動を改善する力の向上を目

指して自ら学び，企業活動におけるソ

フトウェアの活用に主体的かつ協働

的に取り組む態度を養う。 

２ 学習計画と観点別評価項目 

学 

 

習 

 

の 

 

年 

 

間 

 

計 

 

画 

学期 学習内容（単元・項目） 月 学習のねらい 評価の観点 

１ 

 

学 

 

期 

 

１ ～
２章 

１章 企業活動とソフトウェア活用 
 
２章 情報通信ネットワークの活用 
 
 

４ 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
６ 
 
 
 

７ 

・企業の経営活動における情報の意義や
役割について学習します。 

・コンピュータの仕組みやソフトウェア
などに関する知識を学習します。 

・情報を利用するルールやセキュリティ
管理の方法を学習します。 

・表計算ソフト（Microsoft Excel）を操
作して、表の作成や計算、グラフの作
成が行えるようにします。 

 
～ 重 要 ～（必ず読んでください） 

・学習の年間計画はあくまで予定です。
情報処理を受講する生徒の能力、使用
できる施設等によって変更すること
があります。 

1 2 3 
 
 
 
 

1 2 3 

２ 

 

学 

 

期 

３ ～
５章 

３章 表計算ソフトウェアの活用 
 
４章 データベースソフトウェアの活用 
 
５章 業務処理用ソフトウェアの活用 
 
 

９ 
 
 
 
10 
 
 
11 
 
 
 
 

12 

・第２章で学んだことを確実にできるよ
うにします。 

・情報をデータベース化して管理・活用
することの意味を学びデータベース
ソフトを利用したデータベースの作
成方法を学習します。 

・第３章で学んだことを確実にできるよ
うにします。 

・情報通信ネットワークの役割や概要に
ついて学習します。 

・インターネットを利用して、情報を検
索・収集・処理する方法を学習します。 

1 2 3 
 
 
 

1 2 3 
 
 
 
 

1 2 3 
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３ 

 

学 

 

期 

 総合演習（検定試験の過去問題を解く） 
 
 
総合演習（これまでに学習した内容を基
にいろいろな問題をします。） 

１ 
 
２ 
 

３ 

・全商情報処理検定試験１級の合格に向
けて学習します。 

 
・学習の内容に疑問等がある場合は、本
総合学科棟３階総合デザイン準備室
に質問に来てください。 

 
 

1 2 3 

学 

 

習 

 

評 

 

価 

観点 １．知識・技能 ２．思考・判断・表現 ３．主体的に学習に取り組む態度 

規 

 

準 

○ビジネスの諸活動に関する情
報の意義や役割を理解すると
ともに、ビジネスにおける情報
活用を実践するために必要な
知識や技術を身に付けている
か。 

○適切な手段を用いて情報を収集
・処理し、要求に応じた適切なシ
ステム開発の要件を整理するな
ど創意工夫しているか。 

○観点別学習状況の評価を通して
はかる。 

○企業活動を改善する力の向上を
目指して自らソフトウェアの活 

用について学ぶ態度及び組織の
一員として自己の役割を認識し
て当事者としての意識をもち，
他者と信頼関係を構築して積極
的に関わり，企業活動における
表計算ソフトウェア，データベ
ースソフトウェアなどの活用に
責任をもって取り組んでいる
か。 

手 

段 

・定期考査、実習 

・検定試験 
・授業中の質問に対する応答 

・定期考査 ・検定試験 

・授業中の態度の観察 

・提出物の提出状況 

単元末や学期末及び年次末にお

ける評価の総括方法 

・考査は年２回実施。各回とも考査点７０％、平常点３０％で成績を評価する。 

・平常点は、授業態度、提出物の状況、検定試験の結果による。 

学習上の 

留意点 

・授業の進度が速いので、毎時間の授業を大切に学習しましょう。 
・新しく学習し、実習が多い科目です。欠席すると授業についていけなくなります。 
・９月、１月（全商）の検定試験で情報処理検定１級の合格を目指します。 
・検定試験代、諸費等で年間３，０００円程度必要です。 

 


